



The Role of NHS Birth Centres in the UK:
























　主な先進諸国の合計特殊出生率は、1960 年代までは 2.0 以上あったが、
1970 年代から 1980 年頃には下降し、1990 年頃からは国によって差異がみら
れる。特にフランスやスウェーデンでは大きく回復し、2012 年ではフランス
2.0、スウェーデン 1.92 である。イギリスは 1.92、日本は 1.41 である 1。日本
は 1990 年の 1.57 ショック以降、様々な少子化対策をしてきたが、合計特殊出














整えられていく。第二次世界大戦中の 1942 年、ベヴァリッジ報告 3 が出され、
社会保障拡充の方向性が示された。「ゆりかごから墓場まで」を合言葉として
福祉国家を目指すきっかけとなった報告書である。





















て運営できる機会を助産師に与えること 6 としている。さらに、1993 年には
「Changing Childbirth」というマタニティサービス政策を打ち出し、助産活
















て妊婦検診を行う。超音波検診は妊娠 12 週と 20 週の 2 回だけで、病院で受





























常性・快適性を確保する。ガイドラインは 2007 年 9 月に「National Institute 













① Barking Birth Center
　ロンドン東部で移民の多いタワーハムレット（Tower　Hamlet）地区にあ
調査日 バースセンター名 隣接病院の有無 所在地
3 月 22 日 West Middlesex Natural Birth Center
West Middlesex 
University Hospital ロンドン西部
3 月 23 日 Barkantine Birth Center FMU ロンドン東部
3月24日（午前） Barking Birth Center FMU ロンドン東部
3月 24日（午後） Newham　Birthing Center
Newham University 
Hospital ロンドン東部








る。FMU のバースセンターで、緊急搬送が必要な場合は The Royal London 
Hospital に搬送する。
　このバースセンターができた経緯については、この地域の病院の一つが閉鎖




















　2013 年度の分娩件数は 187 件でそのうちの約 40％が水中出産、2 件が自宅
出産であった。分娩室が 4 部屋と多目的室が 1 部屋である。分娩後 6 時間以降
帰宅できるが、大多数は24時間程度を過ごす。最長で48時間まで滞在できる。
産後、2 日から 3 日の間に最初の訪問をし、5 日から 7 日の間に 2 回目の訪問
を行う。5 日目には赤ん坊の血液検査やガスリー検査 9 を行う。
　産後の家庭訪問では、家の中がきちんとしているか、母乳が出ているか、人




































② Barkantine Birth Center








































③ Newham Birth Center
　AMU で隣接病院は Newham University Hospital である。





　分娩室は 10 室あり、水中出産は 40％である。バースセンターには助産師の




















④ West Middlesex Natural Birth Center
　AMU で隣接病院は West Middlesex University Hospital である。全体で
180 人の助産師がおり、男性助産師が一人いる。
　病院を含めたマタニティ棟の年間分娩数は約 5,000 件、そのうち自宅分娩は





































⑤ Serenity midwifery-led Birth Center
　ロンドンから鉄道で北西へ約 90 分の工業都市バーミンガム市にある。
　AMU で隣接病院は Birmingham City Hospital である。廊下の先に産科、
2・3 階に新生児科がある。バースセンターは 2010 年 5 月にバーミンガム市立
病院に開設された。この地区の分娩は年間約 6,500 件。センターでは、平均し

















　ここでは、出産環境に配慮しており、2013 年には The National Royal 





























　①②③のバースセンターは Barts Health Trust の管轄で、北東ロンドン
のマタニティーサービスを担っている。このトラストは NHS の中で最大
で、3 つ の 拠 点 病 院（The Royal London Hospital、Newham University 


















写真１　West Middlesex Natural Birth Center の分娩室
天井には星空のようなライトを配し、落ち着いた空間になっている。
中央の浴槽は水中出産用のプール。
写真２　Serenity midwifery-led Birth Center の分娩室

























West Middlesex の助産師によると、助産師とは別に人材がおり、health care 
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